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産婦 人科領域 におけ る静 注用Fosfomycinの 使 用経験

中 村 英 世

川崎市立川崎病院産婦人科

緒 言

Fosfomycinは ア メ リ カMerck,社 と ス ペ イ ンCEPA

社で共同開発された新抗生物質できわめてユニークな化

学構造をもち,細菌細胞壁合成の初期の段階を阻害し,特

Table 1 Results of fosfomycin -Na treatment
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異な抗菌作用を示す といわれている。今回,本 剤を産婦人

科領域に使用し,若干の知見を得たのでここに報告する。

対象および投与方法

対象は川崎市立川崎病院産婦人科に入院中の患者16

名であり,年 齢は25歳 か ら64歳 にわたっている。

対象診断名は14例 が尿路感染症(腎 盂腎炎)で2例 は

急 性 子 宮 内 膜 炎 とな って い る 。 な お,基 礎 疾 患 に婦 人 科

悪 性 腫 瘍 を 有 す る症 例 が5例(Case No.3,4,6,12,13)

み ら れ た 。

投 与 方 法 は,1日29(2例 は39)を2回 に分 け,朝 ・

夕 に 静 注 投 与 し た 。 点 滴 静 注 例 は ハ ル トマ ン500mlに

FOM-Na1g(2例 は1.5g)を 溶 解 し約2時 間 か け て,

Table 2 Blood examination

Table 3 Liver function

Table 4 Renal function
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またone shot静 注 例 で は 生 食 ま た は20%ブ ドウ糖 に

FOM-Na1gを 溶 解 し約2分 か け て そ れ ぞ れ 静 脈 内 に

投 与 した 。

投 与 日数 は2日(Case No.11)か ら6日(Case No.

2) に わ た り,総 投 与 量 は69か ら129の 間 とな っ て い

る。

成 績

成 績 を ま とめ た の がTable1で あ る。効 果 判 定 は,3日

以 内 に 発 熱,排 尿 時 痛,尿 意 頻 数 な どが 改善 した 症 例 を

excellent,5日 以 内 に 改善 した 症 例 をgood,5日 以 内 に

改善 の 傾 向 をみ せ た症 例 をfair,改 善 しな か っ た もの を

poorと した 。検 出菌 に つ い て み る と16例 中,15例 に 検

出 で きた が,No.7だ けnegativeで あ っ た。内 訳 をみ る

とE.coli4例,Pseudomonas3例,Klebsiella 2例,

Proteus 1例,Diplococcus 2例,Enteyococcus 1例,gram

P1例,gram N2例 と な っ て い る 。臨 床 効 果 に つ い て み

る と,excellent9例,good1例,fair2例,poor4例 と

な り,excellentとgoodを あ わせ た 有 効 数 は16例 中

10例 とな り,有 効 率 は62.5%を 得 た 。臨 床 効 果 と検 出 菌

との 関 係 をみ る と,基 礎 疾 患 に 婦 人 科 悪 性 腫 瘍 を 有 し,

慢 性 の 経 過 を と っ て い た症 例 の3例 にFseudomonasが

検 出 さ れ た が,臨 床 効 果 はpoorで あ っ た 。ま た,比 較 的

FOMに 対 す る感 受 性 が 低 い とい わ れ て い るKlebsiella

を検 出 した2例 は い ず れ も臨 床 効 果 は 著 効 を示 した 。

検 査 成 績

投 与 前 後 の 各 種 検 査 値 を ま とめ た のが,Table2,3,4

で あ る。 これ を み る と,コ メ ン ト を付 した 値 以 外 は,投

与 の 前 後 に大 き な 変動 は 認 め ら れ な か った 。 異常 値 お よ

び変動値については以下に記す。

*1: 全 前 置胎盤で帝王切開を施行した症例で,本

剤投与中に輸血を行なった。

*2: 卵巣 癌で抗癌剤療法中。

*3: 子宮頸癌根治術後。

*4: 子宮頸癌再発。

*5: 子宮頸癌再発,肺 転移。

*6,7: 子宮頸癌再発,尿 閉になり,尿 管皮膚移植術

施行。

結 論

1.　 16例 に本剤を使用 し,著 効9例,有 効1例,や や

有効2例,無 効4例 の結果を得た。なお無効4例 中3例

は,産 婦人科的悪性腫瘍を有する。有効率は62.5%で あ っ

た。

2.　 副作用は全例に認められなかった。

3.　 本剤投与前後の血液所見,肝 機能,腎 機能検査に

は著明な変動はみられなかった。
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EXPERIENCES WITH FOSFOMYCIN (INTRAVENOUS) IN THE FIELD 

OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY 

HIDEYO N AKAMU RA 

Department of Obstetrics and Gynecology, Kawasaki Municipal Hospital

1. Fosfomycin was used for the treatments of 16 cases (pyelonephritis;14 cases, acute endometritis ; 2 cases) 
The results were "excellent" in 9, "good" in 1, "fair" in 2, and "poor" in 4. The rate of effectiveness was 
62.5%. 

2. No side effects were noted. 
3. No remarkable changes were noted in hematological findings, liver functions, nor renal functions after 

administration.


